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太陽系の起原（一）
J．H．ジーーンス

これはHugo　von　Seeligerの掴めに出版されナこ“Probleme　der　Astronomie．”

の巻頭に褐げられて居るものです。：7“一ンス氏の宇宙開園論1工，営て天界誌

上で，上戸先生（：よって紹介されずこ事があります。近くに，山本先生の「宇

宙開拓史講話」の中に表ばれて居ります。共につきて御参照あらん事な。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鐸者一能田忠亮）

　今日の天文學者が，その要求に磨じて手にし得る望遽鏡は，これを小にして

は五分の一眼の肉眼から，大にしては百吋以上もあらうε云ふウィルソン山の

大望遠鏡に至るまでの星園にわたって居る。若し，我々が星の一様に分布して

居る無限の世界の眞中に，住んで居るものεすれば，ミいふ内に，望遠鏡のカ

の及ぶ範園内の世界の眞中に住んで居るものミすれば，口径の違う望遠鏡で星

をみる時，星の，藪は各々その口径の三乗1；正比例してゆく筈である、

星雲の典型（N．G．　C．3115）

　εころが，實際肉眼では五千ばかりの星が見え，一三の望遠鏡ではこの数が

十萬に題し十吋では五百萬百吋では一億になる。これら星の撒は，望遠鏡の口

径の三乗に從って，急に槍潔して居ないJこれ，我々が，［我日のil堺は，星の

一様に分布して居る無限の世界ではない，」ε了する所以である。我々は，丁零

な望遠鏡の到達し得る距離嵐内では，我々の方かち遠ざかるに一って，星の薮

が次第に減少してゆく有限の世界に住んで居るのである。全世界（或は我らの

宇宙）は，ざつミ拾五億ばかりの星から成り，わが太陽は，その中心から程遠か

らぬ虚に位して居るのであらうミいふ風に考へられて居る。

　いろ々々の天饅を・我々からの距離に從って，此の宇宙に，ならべてみよう，

地球より遙かに小さい凡ての天艘は之を無覗して，先づ遊星の金星及び火星

に，位置を與へてやらなくてはならぬ。これらはそれ三々二千六百萬哩，三千

五百萬哩以内の近さにある。次に近いのが水星であって四千七百萬哩，太陽は

九千三百萬哩のSころにある。残りの遊星は二十八億哩の遠さになり海王星軌

道の牛径程になる。



太陽系の起原（ジーンス） 9

　併しそこからは績いてならべられるものがなくて大きな間隙がくる。この間

隙を通り越えて，蔑めての天心がセンタウルの微星プロキシマであって，その

距離24×1012哩，海王星の距離の八千倍以上にあたる。之れに直ぐ瞬く1のがセ

ンタゥルのCt星で，その距離は25×1012哩，その次に來るのが微赤星Munich

15，040で36×1012哩のεころにあり，他の微星Lalande’21，185は凡そ47

×1012哩のεころにある。ゆゑに恒星中，我々に最も近きものε難も，遊星中

我々に最も近きもの、殆百萬倍の遠きにある。これらに飼いて閉るものに，全

天0＞最輝星シリ’ウスがあり，50×10エ2哩の距離に．ある。こNら』邊りから，シリ

ウスの距離の二萬倍以上の肖りまでは星が一様に績いて居る。併しそこら削り

にもなれば渦献星雲，早歌星雲，星團なさが，星ε入り混って現はれてくる。最

も細い距離のうち，正確に知られておるものは，N：G．　C．7006で，シヤプレイ

によるミ，シリウスの距難の二萬五千倍に及ぶεの事である。此の星團は非常

に遠くに離れておるが故に，その光が地球に到達する迄には二十萬年を要す

る。此の細面を横切る光すら藪百年を要するっ打ち見t：xSころ星雲N．　G．　C．

9822はもつε遠く，シヤプレイによるミ，そあ：巨離は6×IOI“哩で，光が百萬

年通過する距離にあたる。そこまでが目下のεころ知れて居るのである。これ

によって吾人は，吾が宇宙の果にまで至り，或はそこから逆に我々のεころま

でをみかへってみる事が出論るのであるっ

　これらの相異る距離を一」寺に，はっきりさすεいふ事は，なか疏々のこミであ

るが，先づ試みにやってみよう。太腸のまわりをめぐる地球の速度は毎秒二十

哩で，一年には周回六億哩に及ぶ軌道をゑがくのである。地球の軌道を百分の

一側位の牛径の針頭か或は句切黙で表はすものεするε，太陽は目に見え余る

塵埃の微粒位にあナこり，地球は直径百萬分の一報位の顯微鏡脂質黙にあナこる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンス
太陽系の全膣をεりかこむ海王星の軌道は，三片側貸大の園で表はされ，最近

距離のセンタウルのプロキシマは七十五ヤード位になり，シリウスは百急冷ヤ

ーー h位のミごろになる。同じスケ／ルで蓮：距離の星園N．G．　C．7006は二千

四百哩のミころにN．G．　C．6822は一萬二千哩のεころになくてはならない

から，’大津をいへば，全宇宙は我が地球の大さによって表はされるめである。

　故に全宇宙に達して，太陽系の起原及びその歴史を論ずる亡いふ事は地球に

潔して三片耳二大のものを論ずるこ一一般である。何が故に此の三片銀貸大のも

のに興味を感ずるかミいふに，何がさて，たεへそれが貧弱なものにせよ少く

εも百分の一望位の質鮎は我が地球それ自身なのであ．るからである。之は躍に

感情的方面から言ったのであるが又別に理由がある。既に太陽系ε恒星ざの間

隙についてはこれを蓮べたが，天文物的智識の方からいへば此の間隙こそは幾

多のクロシングをもつて來ナこのである。前世紀も剛戎り進んだ頃でも此の間隙

の外側については殆んさ知る塵が無かつナこのである。その時代では星は光の鮎
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以上のものでは無く．宇宙開闘論の問題は勢ひ太陽系の問題に限られてしまは

ざる；を得なかった。

　最近の研究は，大いに面目一新され，近代の天文學着は，太陽系以外の色々

な天饅について，その性質や馬田，さては蓮動なさに制して三半なる智識を持

って居る。前世紀の宇宙開闘論者は太陽系はこれ々々しか戸々の進化をしt：も

のだミ圭張しよう輩思へば主張出來たのであっナニ。而も他の星系εの比較によ

って，その設がヒツクリかへされる心配は毛頭なかったのである。併し現に私が

諸君の前に，太陽系の起原に即する理論を提供するならば，諸君は直ちに十五

億からの星の有様叉その星系についてドシ々翼突S込んで來られるであらう。

その十五億からの星は我が太陽系S同じ進化過程をミつてみるか？　もしさう

でないミすれば何故か？　先づこれらの他の星系を考へるのが當然である。

第

　　侮烈烈
　　　　　　　欝

圖

　　　赤遣出に暗帯のあろ星雲の標本　（N・G・C・5866）

　十五億からの星の中には，比較的小さなクラス，例へば遊星状星雲，セブア

dド型憂光星，ミラの如き長週期攣光星なさあり，その性朕並にその解詮は未

だ解けぬ謎である。此れらのものは別εして，實際的に既和の天饅は．之を簡

輩な連綾した一ツの系列にならべる事が出撮る。此の系列は大艦密度が次第々

々に大きくなる様な順序である。郎ち，εても信ぜられぬ程の稀薄な星雲から

初まり，鐵程の密度を有する星に終っておるもので，これが一つの進化順序を

表はすものであるこSに秘しては，先づ疑ふべき何物もない。蓋し物理學の法

則によれば，物饅が熱を放射する時は，その密度は糟加するのが當然で，少く

εも，最早これ以上密度の磨加が出來ぬまでに｝曾配するからである。此の進化

系列に於て到達し得る最も遠い鮎一星雲一まで湖って考へて見ようではない

か。

　今以て術謎の星雲一一遊星状星雲を除いてしまへば，残りの星雲は断然，二

種類に分たれる，簡軍に言へば，規則正しい形をしたものε，不規則な形をし

ナこものEである。

　不規則星雲は例へばオリオンの大星雲の如き，叉，プレヤデスをかこんで

居る団歌の如き之れである。近頃までは，これら，不規則星雲は，宇宙進化

論に重要なものミして考へられて來ナニっ不規則星雲は常に多くの最も熱い星を
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俘って居る事が知られて居た。そこから美しい凡戦な宇宙開削論が生れナこ。そ

して其の宇宙開町彫によるε，これらの非常に熱い星は星雲の異常な密集によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムかつて出営たもので，その生涯の後牟は唯輩に漸次冷却に向ひ，燧には冷えきつ

ナこものεなるε云ふのである。此の説は余りに軍純で長軸きはしなかった。即

ち，五六拾年前，ラッセルやヘルツスプルングその他の人々の研究によって葬

り去られたのである。此れらの人々の研究のお蔭で，不規則星雲の熱い星は，

新らしく生れたさころの騒じゃない。今や正に晩年の衰弱を待って居る其の一

寸前の所謂生涯の絶頂にたって居るのだε言ふこミが明らかミなつナこ。

　室間に孤立して居る熱い一一塊のガス艦は熱を放射する。それが原因ミ．なって

牧縮が起る。もしも物質が，牧聴するこミ無くして，放射するならば，勿論そ

の物質は冷却砺一方放射するこε無くして牧縮すれば物質は漸次熱くなって

ゆく筈である。併し砂射ε撃手ミ同時に起る時はニツの傾向の内何れが支配す

る様になるかは，籔學的研究にまって初めて明らかになるので　る。一八七〇

年にネーマー・レインは，普通の瓦斯法則に重点ふ底の低い密度の瓦斯艦は熱を

放射するに蓮れて，雲際は，熱してゆくものである事を謹明した⊃冷却が初ま

るのは，密度が，瓦斯法則の成立しない程度になり初める頃である。師ち液化，

固結が既に測定せられる範園内に話しナこ時，冷却が初まるのである。故に温度

の最高は，之を星の中年期に於て見るべく，その時期に於ては最早完全瓦斯に

近いものだεは考へられない。此の中年期に於ける星の表面温度は二萬五千度

（撮氏）にも達し，その中心の温度は数百萬度ミいふ程度であらう。そしてその

鞠密鉱水の瀞位のものであらう撮高盤に於け・星が搬削櫛

規則星雲中に多いかミいふ事は未だ知られては居ないが，最高温度にある星の

みが其の周園の雲状髄を光らすこεが出願るのではないか？そしてこれらの星

がないならば，雲歌津はそのま」見えすに居るのでは無からうか？それは兎に

かく，此れら，不規則な星雲が進化過程の根本的重要な役をするものεは思は

れない。不規則星雲は恐らく輩なる副産物であって，導いて起る密集からεり

残されテこものであるかも知れない。

　さて，ひるがへって，規則星雲にたち入らう。これらの多くのものは，圓形

か，楕圓形をして居り，濁るものは側端の長軸の爾端を持って引き伸ばした様

な恰好をして居り，時ミするε殆んさ全く尖ってしま・つた様になっておるもの

もある。第一圖に示された星雲N．G，　C．3115はその適例である。

　これら多くの規則星雲は分光器的に研究され，何れも其の星雲の最短直径ミ

して表はされておる軸のまわりに高速度で廻干しておるものである事が知られ』

ておる。籔平家なれば，稀薄な廻樽瓦斯罷が何んな形歌こなるかを計算して知

る事が出計る。もしも歩歩が全く無いならば物質は勿論恋歌をなし，一寸で
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も廻縛があれば僅か乍ら楕率を持つk早筆早歌Sなる。丁度我が地球の如き澄

形の様に。もつミ高速度の廻韓をして居れば球形はこはれて，赤道部がふく

れ出て，遽にもつε速く廻韓をする様になるNS，その形は殆んS“レンズを合は

した襟なものになり，赤道部は尖ってしまひ第一周に掲げた様になってしま

う。もしも，上述の廻韓瓦斯髄の色々の回盲を，あらゆる視線方向から見うな

れば，一系の地形を得るわけであるが，之れが，規則星雲によつ表はさるべき

圖形の系列S全く同じである。然らばこれらの星雲は廻縛瓦斯饅であるε推定

していNわけである。併し，さう決めてしまう前に，此の推定を吟味して見な

くては成るまい。

　暗帯が赤道部な一周してみる星雲の二三　（N・G・C・4594）

　瓦斯饅はそのエ1・ノしギーを放射するにつれて牧糊しなくてはならぬe若しも

それが廻韓して居れば，運動量：の能牽は一・定：にε“まっておるだらう。　そし

て，牧縮した物艦は，前より速く廻韓すbこΣに依ってのみ，元の運動：量能率

を保持する事が出島るのである。實に此の考へ方はカジ1・，ラプラスの宇宙開

闘論の基礎をなしたものであって，今日の宇宙論者にεつても，矢張り根本的

に重要なものである。かくて各星雲は年を経るに從って，盆々速く廻縛する様

になり，偶然の出來事は別Eして，正しい過穫に於ては第一圓に示した様な形

駄になる，此の形1伏は星雲の進化過程に於けるまぎれもなき標式εなうも

6である。此の形欺ミなるまでに，牧縮の影響は輩なる形の攣化によって加球

され，もつε速く廻韓するミいふ簡輩な方法でもつて，大さは慶っても星雲は

前ミ同じ蓮動量能率を保持し，その赤道部が膨れ出す事によって，卒衡を回復

するのである。併し藪學的鰍斥によれば此の｝票式を通り越す時は最早平衡は不

可能εなる事が知られて居る。卸ち更に牧縮すれば，星雲は瓦解し，牧縮によ

って，保持され得る蓮動量能率の蝕分は，星雲の赤道部からの，物質の拠出に

よって，室間に投げ出されるのである。

　これまでは，星雲が室間に孤立して存在するならば，その赤道は當然，圓形

εなる事を述べて來っナこ，併し實際の星雲はその近くに何か天腿を持って居る

に違ひない。その隣接ぜる天禮は星雲の表面に潮汐現象を起すに違ひない。丁

度太陽ε月が廻白して居る地球の表面に潮汐現象を起さす様に、、隣接物が何で
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あらうミも，常に相互に，正反封の高潮汐の二二があり，そして最高潮の二二

の間に低潮汐の二鮎がある。故に嚴密に言へば，二形であるべき赤道は，一一一一寸

楕圓がかっナこものになる。

　星雲の赤道が完年な二形で，その星雲が廻心軸のまわりに全く回心であった

ミすれば，七二は，赤道部の凡ての鮎から，樋出され初める，そして他の黙よ

り，むしろ一二から二二が樋出され初めなくてはならないSいふ理由は♂こに

もない筈であるが，同時に自然界に，此の種の，完全封構が行はれておるSも

畳えぬ。もしも，おもぎつナニ原動力が丁度釣り合っておるならば，おもだたぬ

　　　　第　四　圖　　　原動力が干渉するSころεなって，釣合を一

難
羅
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欝
欝

鱗
鑛
　

　　側面より見ずこり渦巻星雲
　　　　（ILNT．　G．　C．　891）

してから後も，

ツの方向叉は他の方向に韓する様になるだら

う。當面の問題に於て，色々な主だfこぬ原動

力がないものざするミ，赤道部の一鮎ε他の

黒占εの間には何の匠別もあり得ない。けれ3

も之れらのおも立たぬ原動力があるミせば，

直ちに訣別がついてくる。潮汐の不規則はお

も立ナこぬ原動力によるものであって，その主

だたぬ原動力によって物質の飛び出す諸鮎が

決定されるものε，假話すれば，数學的研究

によって，物質の拠出は，潮汐の最も高い，

赤道上のニツの正．反封の二心から起るこミが

明らかである。赤道は一寸楕圓がかつておる

のであるから，これらの鮎は勿論，長軸の爾

端にある。星雲がその臨界標式を丁度通り越

　　　　　　　その形は，標式なるレンズ形ミ相似でなくてはならない。がそ

の赤道上のニツの正反封の鮎から流れ出た高温の形だけが余分に加はつておる

筈である。

　これ渦牧星雲に於て二二されたる事柄を丁度裏書きするものである。第二圖

（N．G．　C．5866）は丁度物質隔心が初まっておる星雲を示したものである。赤

道に沿ふての膨みや暗帯は齪に冷却しつNある拠出物質であるピ考へられてお

る。第三圖（N．G．　C．4594ノは褒達のもつε進んだ1旧態を表はしておるD　そ

して第四岡（N．G．　C．891’）はもつε進んだ二二を示したもので，物質が飛び

出した爲めに，中心核の大さが小さくなっておるり

　凡てこれらの圖に於て，我々は，殆ん3星雲の横側の方から，之を見て居る

のである。『第五圖M．51は猟犬星座に有名な渦歌星雲である。物理學的に’言

へば第四1のものS非常によく似ておる。但し第五圖は其れを眞正面から，

郎ち，廻韓軸の方向から見て居るのである。：更に中心核は全艦から見れば極く
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小部分をしか占めておらぬ。第六圖（M．1DD及び第七囲（M．81）はニツの星雲

を示すものであって，その進化が夏に進んだもので，其れだけ中心該は小さく

残され，我々が見る大部分のものは樋出されたミ信ぜられる所のものである。

　これら最後のニツのものに潤ては，その腕は，纐出物質から成り，正反封の

二鮎から出て居り，丁度力學的要求を満たしておる。これ迄は，腕に於ける物

質は，核から抱出されfこ物εして述べて來たのであるか，理論上さう岬町する

より外はないのである。而も我々は，理論だけでは到底満足が出困るものでは

ない。ミころで直接に観測された出嫁があるから占めkものでさる。色々な天

文學者，特にフアン，マー・一　a・ンは多くの星雲の腕について其れが蓮動しておる

事を知った。（澤者曰はく「プアンマーネンの研究した多くの星雲ミいふのは實

際は七ツばかりで有名なものばかりです」）第五，六，及七圖に示された星雲も・

検べられナこものX例である。観測から言っても，腕は，核からの噴出物である。

第八囲はM．81の百個ばかりの黒占についてフアン，マ・一ネンが見付けナこ運動

を示したもので，矢は一千三百年の週期の蓮動を示しておる。色々な他の星雲

についても齪測して見たεころ，皆同じ機な結果を得ナこのである。であるから

護者諸子は腕が核から流出しナこ物質から出來て居るεの読に毛頭0）御不審もな

い事ε思ふ。流出の坪当の速度を測ってみるε，M．51に於てはその質鮎が四

萬五千年の週期で核のまわりを」週する事がわかつナこ。M．81に於ては，五萬

八千年。M．101に嘗ては八萬五千年である。これらの聡智から核の密度を見

積る事が出隅ろ。部ち密度は一立方センチメートルにつき10－i6グラムの程度

であるに違ひない，これは實験室で得られるより，もつミ完全に近い聖堂を表

はす撒字である。普通の電球内の瓦斯がセント・・＄”　一ル寺院に分散したこして

も，爾その密度は，過歌星雲の核よりもA萬倍も大きい。

　第四圖の星雲には腕の各所に，固まり’があり叉粒々したものがある。M．

51に於ては，これが明らかに，密集ミなって表はれて居る。MユOl及びM・

81の外側の方では此の密集が更に進んで星の撲な光の鮎εなって表はれて居

る。

　瓦斯が普通の嚇管から眞室内に注入されナ：時it：ail，直ちにその眞室全艦に籏

がる。然らば，何故星雲の赤道から噴出した瓦斯の解りも同じ襟にならないか

εいふに，その読明は，その起る過程が大規模であるεいふ黙にある。我々が

現象の規模を大きくするにつれて，瓦斯分子お互の引力は次第に重大なものミ

なって，燧にはスケ／ルが星雲位のデaメンションミなれば，重力は瓦斯歴ヵ

の膨張敷果を凌駕し瓦斯の塊り全脳を聯結した一・系εして保持し得るものに

なる。併し，かうした現象が起るε直ぐに，西陣的理論によって，他の現象が

表はれ無くてはならぬ事がわかる。腕に漕うての密度分布に回して言へば，瓦

斯厘i力の影響は密度が一様に鑛がつて居る方向にあり，重力の影讐は流れが緻
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　密な塊りεなる方向にある。星雲のディメンションが縛る一一定の程度に達する

　ε，重力の影響が利いてくる様になり，瓦斯の流出塊は嚇管から水が出る時の

　様に滴ミなって分れて行く。尤も物理學的理由は異って居るのであるが。第四，

　五，六，七圖に於て此の過程をあSづけるこSが出測る。

　　力學的理論によれば，これら瓦斯の塊が形成されなくては成らないのみなら

　す，その大さ質：量及び離れておる距離も計算が日宇なくてはならぬ。それらの

　距離をキロメートルで計算しナこものを，それに相即する角距離ε比較すれば，

　直ちにそれらの貼が囑する星雲の距離の見當がつくのである。此の様にして得

　たろ星雲の距離の見積り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちξ　　，。陣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　、。　鮮・・盛尋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伴　　／、
　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　面

こ，他の方法でやった距離

の見積りが一致して居る

εいふ事は喜ばしいこミ

である。これらの密集し

ておるものS質量の計算

は，もつミ興味ある重大な

結果を導く。計算が行はれ

得る星雲の各々に於て輩純

な密集をして居るもの・質

量は大約李均星の質量に等

しいのである。これは我々

が考へ來つた星の進化過程

に一ヅの鍵を提供するもの

である。第一一圖に鋳て，明

らかなる如く，若い非常に

稀薄な瓦斯歌物質が，牧野

及び廻韓速度の塘加の凋

め，最早分離せんSする時

第
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機に至っておる事がわかる。更に牧縮が起り，

艦の飛び出したものから未來の星が一一正しい道程に於ては一一生れるのでは

無いか知らん。その謹朦に，第四，第五圖に於ては，一ツ日々の星が出來かけ

て居るのに氣が付く。尤も未だ連糊した，雲駄艦のまNでぼんやbした密集状

態ではあるけれさも。最後に第六第七圖に於て，その最外方の部分は三道の星

よりは稀薄ではあるがお互に無關係な存在物Sなり初めて居る事がわかる。こ

れらの物質は，それ戸々，既に，簡輩に設明した様に世嫡をするだらう。この

憂化をしつ・熱してゆき，牧罪し，逡に亙斯法則が丁度從はぬ様になる最高温

度に到達して，然る後冷却し，そして，暗黒罷に牧等してゆくのである。

コかりし、ぬ座のies　9星雲　（M・51）

　　そして第二第三圖を見るε瓦斯
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　軍なる星雲から生れナこ星の一族は婁奴こ湿て撒百個を、算するだらう。その星の

一族は，一般の星ミ混交し，或は，原の星雲が充分に星の世界から離れておる

時は，自身で星の植民地Sも云ふべき一二を形成する。此の二者の内何れか一一

方の例ε豊しき撒多の星の群が知られて居る。即ちプレヤデスや大熊の山々

は共通の漣度を持っており，一般に言って相似な物理的成分を有しておる。

こんな星の群は一團εなって室間を族して居．り，そして其の旋ナこるや彼等が一

度存在物εして現はれてより内巻すつざ耀けて來kものなる事は明らかであ

る。一族の星が自ら分離した植民地を形成するのに上述の内何れか一方の如く

して出來たミいふ可能性はヘルクレス星座に有名な所謂球歌星圖によって早

期せられる。これらは名のみ球状であってシヤプレxiによるε實際は楕圓がか

った構造をして居るεの事である。そして爾氏は若しも其れらが星雲の最後の

生産物であるεすれば當然期待さるべき李面に關して，早馬になって居なくて

はならぬε言って居る。

　我々は星團の出來方に，一ツは星雲から飛び出した星の一一族Ds他の一般の星

ミ混ttして出來kものε，原の星雲が我々の星系世界からすつε雑れておるΣ

きに，その飛び出したものが自ら集まって一團εなったものεニツの可能性を

述べナこが此のニツの可能牲によって何れか一方に決めてしまは無くεも好いミ

思ふ。彼等は軍一一なる星雲から生じte星族にSつては尤もらしく思はれる系列

の爾極端を表はして居るミ云ふ事は有りさうな事である，夏に我々が星の巨多

質星ミして表はす所のものは，星團の集りに外ならない。そしてその斗星團は

其の源を軍一星雲に有して居るミいふ事も，誠に尤もらしく思はれる。星團は

今では，非常に混交しておるが踏め，‘明かに星の群ε考へるこξは困難ではあ

るが併し何ミいっても矢張りそれを星の群ミ考へるのが妥當であるiしか思へ

ない謹跡を見付ける事が出御るのである。一九〇五年にカプタインが襲表し

たミニうによるε，太陽の近傍の星は所謂二大星流をなし，各星流は室間に

その固有の速度で零墨をしておるのだxSいふ。これらの星流が室間の何所まで

纏がつて居るかミいふ問題は別εして，此の事はニヅの混交して蓮動しておる

星團を形成しておるEいふ風に蓮べるのこ殆んさ同一の事である。その後暫く

してエツヂントン及びノ、一ルムは全く無關係に第三星流或は蓮暫しておる星團

を見付け出した。それを構成せる星は天文二者の所謂○型の熱い星である。

此の場合であるミ星團の室問に於ける鑛がり並に二二の恰好を知る事が出回

るのである，シヤリエーによ．るε，それは銀河に山行な園るいビスケツF形

で其の直径は，厚さの二・八倍位ださうである，その起原さへ共通であれば初め

は，きんな形をして居らうεも，星團は，他の星ミ混交し初め，急激にその形

から敲き出され，力學的理論上，星團が吾が星辰界の無限のミころに敲き出さ

れてから，銀河に李行なる圓いピスケヅb型εなり，其の直径が厚さに射する
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比は2・5位ミなる。この事は観測しt：二二εよく一4致して居りこe星流をなす，

星の起原は皆同じである事を暗示するものである。又この事は大熊の如きに就

ても小さな蓮動星團についても同様である。此くの如くにして我々はキチトし

た誌面は出來ぬ迄も，霊もかく星の主要質量は混交せる蓮動をしておる星團の

一ツの集りだミ考へてよい。而して各星占はその存在を一ツの星雲に員ふてお

る。此の可能性はわが太陽系の問題ピ直接關面しない。三星の進化過程ミ畳し

きものについて我々の智識を完全にしtい爲めに以上の事を書いたのである。

　一ツの例外を設けるε，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢此の進化過私淑はその本質

に去ては，ラフ’ラスが彼の

有名な星雲読に於て太陽系

の起原を考へたミころのも

のミ，相似ておる。そして

その進化の初めの方は全く

同一のものである。我々は

今まで廻韓し」鞠縮して居る

星雲が最後にその赤心部の

εころから，物髄を拠出す

るのを見て減た。そe，て此

らの物質が離ればなれにな

ったものに密集して行くの

を見tc。そして最後に此れ

らのはなればなれになった

ものが，丁度ラプラスの想

像した様に室間のはるかな

る族路につくのを見てきた

のであった。

　唯一ツ，

　　　　　　第　　　六　　　園

　　　おしζ嚢座の渦巻星雲（M．101）

　　　　　ラプラスの考へ方ε異るのは，大さの鮎である。我が看守って來た

進化過程はラプラスが夢にだに想はなった大規襟のものである。ラプラスの考

へt初期の星雲は，海王星の軌道のSころまで披って居ったのである。此の講

話の初めに我々が用ひた尺度でいふならば三惑銀貨大のものに過ぎない。此の

筆法を以てするミ，第六，第七囲に示された様な随分大きな渦歌星雲の核はア

ルバートホール位の大さになり，その腕はハイドパーク及びケンシントンの全

部をεりまく事が出來る。諸子の前に示されナニ此れらの二二星雲は，二二の大

さに鑛がり，或は大陸三二の大さ程にさへなり，その星雲の前に立って見れば，

地球は全くその中にかくれてしまふ。
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　我々が考へてきた星雲はラプラスの想像したものよりは比較にならぬ程大き

なものであるが，室間にのり出す頃の貧弱なる密集部は瓦斯欺物質で其の質量

はラプラスの墨へた位のもので其の大さも，さうテこいした違はなかったのであ

らう。で，もしも，この若い時代にある星雲が，その親たる互罪な星雲ミ甲じ

経歴を持つものεすれば，遊星の起原の説明は，之を遠：きに求める必要はない

襟に思ふ。そして第三代目の星雲εいつ皆様なものが再ひ先代ε同じ経歴をく

りかへすものεするならば，遊星の衛星も亦説明が出塁るわけである。而も数

學的研究及び観測は，太腸系起原の説明が簡輩に片附けられる事に一致して居

る。既に分って居る如く，重力がガス墜力の膨脹せんεする傾向に逆らって，密

集を起さしめる所以は渦駄星雲のうづまきなる腕が非常に亜大なる貼にある。

我が太陽に匹敵する程の質：量をもつた星雲は，その赤道部から物質を抱出する

までには親たる星雲ε同じ生涯を経てきたのであらう。併し赤道部から物質を

拠出してからは尺度の差異が著しくなり，從って績いて起る事柄も大いに異っ

てくる筈である。翻ち抱出された物質うづまきの腕に密集しようεしたって，

出帆る筈がない。況して球状形の分離したものにならうεしてもなれっこはな

い。たΣ’もうそれら施出された物質は親なる星雲をミりかこんだま・散らばっ

て其の星雲の中野氣を構成するに過ぎないのであらう。こんな一ヅの系統は熱

を放射する事によって牧聾してゆ1くのであるから連動量駅頭が一定なる膿めに

は先づガスが中心から外の方に向って章動してゆかねば蓼らぬ事になる。

　εころで，数學的研究によれば，中心の方の星が亘る臨界密度になるε，多

分何塵か水の密度の十分の一位の邊りで，激攣する週期が起って來，そのεき

から其の星が黒星ミして襲生し，互に相匹敵するニツの星は，相接燭して，而

も殆んさ倒形軌道をえがいて，相互に廻り合ふ様になるのであらう，これ實地

天文學者のよく通じて居る成生である。實地天文學者に言はすε，全天の星の

多くは一一恐らく星の牛藪は一一蓮星であるざのこミである。そして爾これら

蓮星の進化過程を検べ出す事が出來るミの事である。この過程の初めに於ては

今述べた様にこニツの星が相接陣しておるのである。進化の過程が進むにつれ

τ，皐が次第々に離れ，軌道の離心卒も次第疎々に塘但してくる。理論による

ε，もεの星が分れた時，同じ過程が，ニツの星の一方か，叉は撃方に起る時
　　　　　　　　　　　　　　　マルチプルスタ　
は最後に三ツ或は四ツの星をもった多連星εなるのである。エッチ・エヌ●ラ

ッセル教授は，この問題を理論的1ご研究して，これら多連星を構成atる一一ツ門

々星の相野距離の間に，藪的關係のある事を知った。彼は叉理論上の電報が観

測によって藪量的に確められる事を示して居る。

　こ、までは，理論ミ観測εが握手した．まΣで進んで來つたのである。さて我

々は，最も密度の稀薄な星雲から最：も密度の高い多連星に至るまで，師ち常に

密度の験長してゆく，各時代を通じて，天膿の進化をあεづけで來た。そして
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殆んさ凡ての時代を通じて，理論上の豫報が観測によって，確かめられた。が

天藍の凡てのものが此の過程の全部を通過しては行くまい。ミころで此の進化

過程をたさらしめる力は，放射によって起る牧町に績いて正門を速めるもので

ある。牧縮が進んで行つt時に，回る程度になるS固艦化が初まる。ε最早下

智は培加し得ない。物理的にいって進化もやむ。則る特別の星系が何施まで進

行して行くか，その道行きの距離は實にその初め與へられた岬町量の如何にあ

る。今星雲がその初めに於て紹封に廻韓して居らなかつナこミせよ。然らば星雲

は，その全生涯を通じて球状

をしており，軍に冷却した，

放射をしないいつまでも球状

をした物質Sして，Ss’まる

であらう。かSる星雲は決し

て二丁X．k！1から動き得ない，

三際こんなこミはありさうも

ないこミで，もし廻轄して

居らぬものεすれば，私の知

っておる晶晶では，星の誕生

が留まる臨界形勢に到達しな

い前に多くの星雲は冷却し死

んでしまふ筈である。　同様

｛㍉多くの星は，冷却して連

星εなる時機に至らすして，

その進化をやめてしまうであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　七　　　圖
らふ。全く同様に澤山の躍連　　　　　おsくま座の渦巻星雲（M．81）

星系は多連星系に進化しないに違ひない。さてこNに観測は，我々の見解通り

になっておる，Eロち惑星系は進化の進んだ多連星系よりも十倍も多いこいふ事

である。理論だけならば我々は進化過程の全長にわたって，あミづけてきた

が，更に観測を考慮に入れて考へるならば多くの星系が進化の全過程を経るε

はいへないっ

　さて，今や我々は，問題の難關に潤ておるのである。此の過程の凹凹にも我

が太陽系或は少しでも其れに似たらしいものは見付からなかった。もしも，太

陽が遊星を件って居らないならば，その起原をいひあてる事は雑作のない事で

ある。我が太陽は星雲から，あたりまへにして生れたS考へるのが合理的なの

かも知れない。但し軍連星或は多連星に分裂してゆくすつS後の時代にまで進

化しつ・’けて行くには廻樽量がたらなかったのである。實際太陽は，全天の4≧

撒のものξ同じ進化過程をもつておるのだSも考へられるかも知れぬ。我が太
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陽が普通の様式で，星雲から生れたのだεいふ事を主張する下めに，次のニツ

の事柄を記載する事が出隅る。Eilち，太陽の質：量が大陽は星雲から生れteもの

ミしてやつナこ計算の結果ミ略ぽ等しい事。及び其の遊星は別εして，太陽は，

さの貼からいつでも，その起原が星雲にある他の藪百萬の星ε，相似であるε

いふこε，のニツを記載する事が出來る。太陽が進化を寒けてゆくのに充分な

廻韓：量をもつておらないならば，進化過程は途中でやんでしまう筈だミいふ読

を主張する勉めには，太陽の現在の廻韓がのろいざいふ事を記載しなくてはな

らない。簡輩な計算によるに太陽は分裂に必要な蓮動量能町の小部分しか持っ

て居ない事がわかる。凡ての遊星が，嘗ては太陽を形成しておつkものE予定

して　是非εもさうなるべき遊星の蓮動量能卒を全部加へ合はしたεころで，

結果は矢張り前S同じ事で，全系統は輩連星に分れる爲め必要な蓮動平常牽の

一部分よりしか持ち得ないのである。

　かうして見るε太陽は，可成り理解に苦しむ構造をして居る事がわかる。我．

らの困難ミするεころは，大陽の起原ではなくしてむしろ遊星並にその衛星の

起原にあるのである。

　或る特種な天農の構成は，進化過程の本道上の揚蓋に嚢試する事は出來ない

ミいふ事をこれ迄に述べておいナこ。その例NSしては遊星歌星雲，セプアイ型愛

光星，長週期型憂光星なさがある。E一ころでわが太陽系をこれらの特殊なもの

につけ加へなくてはならぬかさうかεいふ問題が起る。詣る種の血盟は進化過

程本三三にその揚所を得ないミいふ事情からして，或る星系の進化は，その本道：

から分れた枝道に沿うて何かの事情によって登達が韓ぜられたのではあるまい

か，1ミいふ考へが浮んでくる。これが期待さるべき唯一のものである，ニツの

星がその進化過程に於て，全く同一の経路を持つε考へられないのは恰も二人

の入が入生に於て全く同一の経験を持っておるミ考へ難いのε同檬である。我

々の普通の星は，それ自身の世界に於て登達したものS思はれる。その世界で

は蓮動量能率が一定で叉，その隣接星から邪魔される事は無いのである。籔三

家にいはせるS各々の星に無限の世界をあてはめるのが好都合の様であるが，’

自然界でぽさうはゆかない。S言ふもの㍉撒半者によって平定せられた條伴は

理想化された問題の揚合よりも屡々眞に近いのである。既に用ひナこ尺度で太陽

は直径一萬分野一インチの下等鏡的質黒占εして表はされだが，三星の最大なも

のは直径三十分の一インチ位の針頭大で表はされる。今考へて居る野々の櫨が

りは，セントポール寺院の内部に匹敵する一ツの星よりも小さいのである。然

らばその室間の籏りは鯨り込み合っておるSいふ事は出門ない。而して星が蓮

動ずるにつれて他の星を撹劉するこεはあるにはあるが驚くべき携鼠を與へる

εいふ様なひ三は寧ろ例外の出門事であるに違ひない。今までは隣接せる星か

ら丁丁を受けないで進化するのが常規の過程だS考へてきて正しかったのであ
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つた。が今や星の大部分が何故常規の過程をごるかεいふ事は明らかεなる。

打ち見たεころ此の常規の進化から外つれナこ星の数は非常に少ない。天室上の

星の撒は，大約地球上の人間の数に等しい。知られて居る例外の星系は高々一

ツの小さな町を嵩み家εする位のものである，言ふまでもない事乍ら，未知
　　ド
の，何の位の，例外の星系があるだらうかε言ふ様なこεは殆んさ推測する事
　　　　　　サイドトラツキングインフルェをス

は出來ない。側面的影響が常に隣接せる星であっナニε想像する理由はな

いが例外の星系は極めて少藪であるざいふ事から隣接せる星が測面的影響を與

へたミ考へてよい。

　當面の問題は，一般的に言って例外の星系の問題でなくて，太陽問題なので

ある。

　太陽を進化過程の本道から拠出したのは隣接した星であったか？こ判こ至っ

て初めて，實地天文三体我々に，助力を與へてくれないのである。師ち太陽系

以外に，少しでも太陽系に似ナこ星系は一・ツも知られて居らないのである。これ

は其んな星系がないのではない。あっても見る事が出來ないのである。男方の

星に天丈二者が居て，我が太陽系を観望するεしたら，太陽についで明るいの

は，木星だらう。そして光度の比は一・に封ずる三戸である。最も近い恒星のプ

ロキシマ・センタウリからわが太陽系を見るE，太陽は一等星，木星は22・2等

星に見え，その間の角二巨離は四秒位である。22・2光町の星は我等が最大の望

1遠鏡のカを越えてまだ知られて居ない。木星が四秒位離れナこ一一等星なれば二重

星に見えるだらう。わが太陽系に似ナこ他の星系を見るこεが出下るのは，望遠

鏡の威力の異常なる塘加に倹って初めて見る二εが出來るのである。かくて吾

入の議論は一ツの領分を残したわけである。その領分で我々の結論を旧き合は

す工めには是非：三も観測が必要なのである。（未完）

　　一一新　刊　紹　介一一

　○野尻抱影氏著星座巡禮全一班

　　東京麹町富士見町六の七　碍究社興行

　　　償萱圓五拾銭

　十二月の始め、著者から贈られて一通り

銀山通しfこ〇四六版二百頁で、中ばポイン

下組。表装も回持良く、掩ひ紙にに赤字で

表題、其の下にアンドロメの大星雲重氏［工

して、如何にも星の書物にに鳳悔しい。表

紙為開くS、相馬御軍氏の序丈S會津八朔

氏の題歌Cがある。本四ば第一部な星座四

季tして春夏秋冬それぞれ，に現にれゐ星座

た説き、伺、季節の序でピして、二月にに

横這光、九月に1工銀河、十月にに封日照、

『卜一，月【こli流星群の記事もある。第二音K匡

肉眼圏外の星座亡題し、實に横組にけこ星．

座目録に次いで、南天の星座の記載がある

第三部ば太陽系一瞥、第四部lt術語解説に

二つの附録があろ一大禮にに於いて吉田
民の「肉限に見えろ星の研：究」の内容た其の

まy、多少VンデンスしすこPうな本である

が、丈が柔らかく、簡明で、要黒土な畏んで

みる。凸版が可なり用ゐられてるるカ㌔慾

た言へば、まだ最少し渇しい。毎月の星圖

に北極の方角な入れ7：らか良からう。下押

の讃めろ著者でありながらCe一為ケ、Cy一な

キオ獲寄してみろのts距離に哩を用みて

みるの剛普しい。しかし、星座や星名に多

く苦が蕪流のものな用みてみるのに嬉しい

初學者に恰好であらう。（山本）


